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•従来法からLBCへの切り替え＜検診＞ 

– 子宮頸がん検診におけるLBC導入自治体：34.3% 

– 職域がん検診に関するマニュアル(第3期がん対策推進基本計画) 
各自治体が検診実施機関に業務委託する際の仕様書に 
LBCの文言が記載 

 

 

 

 

•従来法からLBCへの切り替え＜診療 婦人科＞ 

– 平成30年度診療報酬改定 婦人科LBC加算 18点から36点へ 

– 診療における婦人科LBC検体出検数  
平成27年度⇒平成28年度  
全国15.3％上昇 熊本県24.2%上昇 

 

 

 

LBCを取り巻く情勢 

子宮頸がん征圧をめざす専門家会議資料 
厚労省がん検診のあり方に関する検討会 

第２回、第３回NDBオープンデータ 
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採取器具と標本の質 

•厚く塗りすぎてしまう 

•厚い標本を懸念して細胞が少ない 

•ブラシに残った細胞は破棄されてしまう 

•採取者によるバラつきが大きい 

 
ブラシ＋LBC法 

ブラシ＋従来法 

• 100％細胞回収            

  (ブラシ先端をvial内に回収した場合) 

• 均層塗抹標本 

• 採取者によるバラつきが少ない 
http://www.med-takaoka.jp/specialty-
section/section/kensabu/byori_kensa/spshiki-hyohon/ 
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TACASTMとは 

臨床：使いやすい容器で採取を楽に 

- 採取器具の回収が楽 

- 感染の可能性を軽減 

検査：容器とガラスだけで標本作製可能 

- 用手法でも機械でも簡単に作製可能 

- 13㎜円の鏡検により負担軽減 

患者様：精度の高い検査のご提供 

- 1度の採取で細胞診とHPV検査が可能に 

 

 

臨床 

検査 

患者様 

TACASTM 
Ruby 

TACASTM  
Amber 

TACASTM  
GYN Vial 

TACASTM  
Slide 
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TACASTM各固定液の特徴 

• 検体と固定液を
等量混合 

• 5ml固定液で 
針洗浄 

• 5ml固定液を 
沈渣に添加 

 

• 採取器具を 
直接バイアル
内に回収 

等量混合可能 

夜間や休日の細胞保存に 
 

高い溶血能 
穿刺吸引検体や血性の
検体に 

個別包装 

診療現場での細胞採取に 

• 5ml固定液で 
針洗浄 

• 5ml固定液を 
沈渣に添加 

 

婦人科用固定液 
TACASTM GYN Vial 

非婦人科用固定液 
TACASTM Amber/TACASTM Ruby 

ホルマリン含有なし ホルマリン含有 
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血液混入時も高い溶血能を維持 

優れた溶血能 

0

20

40

60

80

100

0 50 100 250 500 750 1000 1500 2000

塗
抹
細
胞
の
割
合(

％) 

血液混入時の塗抹細胞の割合 

血液添加量(μL) 
E.futaya,et al.The 17th Thai-Japanese Workshop in Diagnostic Cytopathology 発表資料 
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形態学的保存性 

•標本作製前の回収検体 

 →全固定液室温６ヶ月 

 

 

•TACASTM GYN Vialから標本作製を行った場合 
水に置換された状態の残検体 →室温１～2日 

 残検体＋TACASTM Amber  →室温2週間 

標本作製 
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シンプルな作製工程 

・婦人科検体は1回の採取でTACASTM標本が6枚まで作製可能 

・非婦人科検体の標本作製可能枚数は採取細胞量に依存する 

細胞回収後
30分で  
固定完了 
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TACASTM標本の特徴 

高い溶血能 

背景成分を適度に反映 
 

細胞収縮が軽度 

 

鏡検時間の短縮 

13mm 
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変性の少ないTACASTM標本 

 細胞の圧着による変性なし 

 細胞は立体的に納まる 

カバーガラス 

+核内の構造の見易さ 
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口腔領域における細胞形態比較 

•TACASTM法は直接塗抹法よりわずかに 

細胞質および核の円形度が高い＝やや立体的 

•細胞質の収縮あり 

•核の大きさ、細胞質の厚みは直接塗抹法と同程度 

 
スプリット・サンプル法の口腔領域への応用 検査と技術 第41巻 第12号より 
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乳腺・甲状腺領域における標本評価 

•従来法との適正率比較 
– 従来法単独よりも適正率上昇 

– 従来法における判定不可例が
TACASTM法で判定可能に 
 

•TACASTM形態的保存性 
– 2週間保存以降より変性傾向 

 

•従来法との細胞所見比較 
– 二相性や濾胞構造、コロイド、核内

細胞質封入体保持 

– 好酸性細胞質の染色性が消失傾向 
 

•TACASTM免疫細胞化学染色 
– 各種マーカーの染色性良好 

  乳腺・甲状腺穿刺吸引細胞診におけるLBCへの応用 北海道臨床細胞学会会報 第25巻より 
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TACASTM細胞診アトラス 

2014年4月発刊 2014年11月発刊 2017年5月発刊 
【電子版】 

2018年 子宮内膜アトラスVol.2公開 
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培養細胞株を用いた染色保存安定性 

 

 

 

① 汎用試薬 
×ヒストステイナー* 

② 専用試薬 
×ベンチマーク** 

 
*  ：株式会社ニチレイバイオサイエンス  

**：ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社  

TACASTM保存検体を用いた 
ICCの基礎検討データ 

 

染色至適条件はそれぞれ異なる 
 

核内抗原で比較的早く減弱 
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TACASTMからの遺伝子検査 

 

 

追加検査 

 

 

結果報告 

 

 

採取 

0日 2日～1週間 2週間～3週間 

冷蔵庫のスペースを確保する必要がありません 

HPV遺伝子保存性室温4週間 
HC2、cobas4800HPV、MEBGEN HPV測定 

 EGFR遺伝子変異検出保存性冷蔵6週間（基礎検討） 
RAS遺伝子変異検出保存性室温6週間（基礎検討） 
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